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哲学とは「物事の本質を探究し、言

葉にする営み」だと説く、著者の小川

仁志氏。そうした哲学的姿勢が不足す

るビジネスパーソンには、どんな問題

が起こるのだろうか。商社員として中

国でのビジネスも経験したという小川

氏は、「深く考えずに行動すれば、失敗

の確率は高まります」と話す。

小川氏は商社時代、中国のビジネス

交渉の場で調子に乗って不必要なこと

までしゃべってしまい、ビジネスパー

トナーに迷惑をかけたことがあった。

「担当する仕事の本質をしっかり考え

ていないから、言葉で失敗してしまう

のです」。ではこのとき、どんな哲学的

アプローチを使えば、小川氏は担当業

務の本質に迫り、失敗を避けられたの

だろうか。

社会人類学者のレヴィ・ストロース

によって広められた、「構造主義」が役

に立ったはずだと、小川氏は言う。「物

事の全体を見つつ、その事態が発生し

ているメカニズムを俯瞰する。それが

構造主義的な物の見方です」

自分の会社は、どんなビジネスを中

国で実現しようとしているのか。その

状況で顧客は何を求め、ビジネスパー

トナーとはどんな協働を目指すのか。

「そんな全体像が頭に入っていれば、

交渉の場で言っていいことと悪いこと

の区別もついたはずです」

本書では先ほどの構造主義の説明が

そうであったように、哲学の概念が小

川氏流でシンプルに、平易に解説され

る。だから日常のビジネスシーンに活

用できそうな実感が湧いてくる。

ヘーゲル哲学の「弁証法」も、小川

氏にかかれば「常に問題をプラスに転

じて解決していく思考法のこと」とい

う、明快な説明になる。

目の前にある問題に接したとき、

「多くの人がとりがちなのは、問題か

ら目をそらしたり、切り捨てたりする

姿勢です」。そうではなく、あらゆる問

題には、どこか生かせる部分があるは

ずだと考えていく。「これこそが目先

の問題解決を通じて、物事の本質にた

どりつく発想法だと、ヘーゲルは説い

たのです」

たとえば小川氏は、研究費獲得のた

めなどのプレゼンテーションの場で、

問題をプラスに転じることを意識して

いる。「プレゼンでは、いろいろな角度

から問題が指摘されます。原案をより

よいものにするため、それらの指摘の

どの部分をどう生かせるのか。常に考

えながら意見を聞いています」

プレゼンテーションや対話のなかで、

自分の言いたいことをしっかり相手に

伝える。そのために2000年以上にわ

たり積み重ねられてきた哲学の叡智を

活用していこうというのが、本書のテ

ーマだ。

もちろんこのテーマに沿っても本書

は有用だが、こちらからの発信だけで

なく、相手の考えをしっかり聴き取っ

たり、合意を形成したりすることにも

使えそうな概念が多数紹介される。

「哲学を知的アクセサリーではなく、

日々の仕事に活用できるツールにす

る」きっかけとなる本だ。
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『こう考えれば
話は一瞬で面白くなる！』

畑違いに学ぶ人事の知恵

異分野にこそ、新しい発想のタネがある。人

材マネジメントや経営学以外の学問、企業以

外の人や組織を扱った本に、学びを探る。

脱“知的アクセサリー”な哲学 著者について

哲学者
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